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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、GPRASP（Gタンパク質共役受容体関連選別タンパク質）ファミリーのメンバーをコードしています。このタンパク質は、リソソームへの選別と、様々なGタンパク質共役受容体の機能的ダウンレギュレーションを調節する可能性があります。リソソーム内で分解される受容体を標的とします。この選別タンパク質と相互作用する受容体には、D2ドーパミン受容体（DRD2）、δオピオイド受容体（OPRD1）、β2アドレナリン受容体（ADRB2）、D4ドーパミン受容体（DRD4）、およびカンナビノイド1受容体（CB1R）などがあります。同じタンパク質をコードする複数の選択的スプライシング転写バリアントが同定されています。[RefSeq提供、2010年5月]、機能：リソソームへの選別と、様々なGタンパク質共役受容体の機能的ダウンレギュレーションを調節する可能性があります。リソソームにおける分解のために受容体を標的とする。,類似性：GPRASPファミリーに属する。,サブユニット：D2ドーパミン受容体/DRD2（類似性による）、δオピオイド受容体/OPRD1、β2アドレナリン受容体/ADRB2、D4ドーパミン受容体/DRD4など、様々なGタンパク質共役受容体の細胞質末端と相互作用する。PER1とも相互作用する。,組織特異性：脳で発現し、髄質、脊髄、黒質では発現が低い。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	GASP1抗体を用いたA549細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。

